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令和４年度市町村普通会計決算の概要 

以下のとおり、鳥取県内市町村の普通会計決算の状況を取りまとめました。 
 

新型コロナウイルス感染症対策の経費が減少したことなどが影響し、歳入歳出ともに２年

連続で減少しました。一方で、燃料高・物価高対策の経費などが増加し、歳入歳出規模は最

大規模の令和２年度、２番目の令和３年度に次いで、過去３番目の規模となりました。 
 

歳入総額  ３，７０４億９６百万円（▲１５２億４百万円） 

歳出総額  ３，５８３億１２百万円（▲１２８億２０百万円） 

１ 歳入 

【減要因】 

・子育て世帯・住民税非課税世帯への臨時特別

給付事業費補助金の減等による国庫支出金の減 

・東部地区の可燃物処理施設の整備完了に伴う

事業費の減及び臨時財政対策債の減による地方

債の減 

 

【増要因】 

・電力・ガス・食料品等価格高騰重点支援地方

交付金の皆増による国庫支出金の増 

・個人住民税、法人住民税及び固定資産税の増

による地方税の増 

・災害復旧関係の国庫支出金及び県支出金の増 

２ 歳出 

【減要因】 

・子育て世帯・住民税非課税世帯への臨時特別

給付の減等による扶助費の減 

・東部地区の可燃物処理施設の整備完了に伴う

事業費の減による補助費等の減 

・新型コロナウイルス感染症対策に係る制度融

資の減等による貸付金の減 

 

【増要因】 

・燃料高・物価高対策関連事業費の増 

・令和３年７月豪雨、令和４年１月豪雪に対す

る災害復旧対応の増による災害復旧費の増 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 詳細は別紙のとおりです。 

区  分 令和４年度 令和３年度 対前年度増減 

実質収支 １０１億５０百万円 １０８億２０百万円 ▲６億７０百万円 

実質単年度収支 １７億５３百万円 ６０億５８百万円 ▲４３億５百万円 

区  分 令和４年度 令和３年度 対前年度増減 

経常収支比率 ８８．５％ ８４．６％ ３．９ 

区  分 令和４年度 令和３年度 対前年度増減 

 地方債現在高 ３,２１２億４６百万円 ３,２７９億７９百万円 
▲６７億３３百万円 

（▲２.１％） 

 
地方債現在高 

(臨時財政対策債除く) 
２,２２４億７９百万円 ２,２２０億６８百万円 

４億１１百万円 

（０．２％） 

(1) 実質収支 １０１億５０百万円の黒字（６億７０百万円減少） 

実質単年度収支 １７億５３百万円の黒字（４３億５百万円減少） 

 

(2) 実質収支が赤字の団体は、なかった（令和３年度もなし）。 

(1) 経常収支比率 ８８．５％（３．９ポイント上昇） 

(1) 地方債現在高 ３，２１２億４６百万円（６７億３３百万円減少） 

 

(2) 地方債現在高（臨時財政対策債除く） ２，２２４億７９百万円（４億１１百万円増加） 

３ 決算収支 

４ 財政構造の弾力性 

５ 地方債現在高 


